
在宅取組型    夏休み中 

          岐阜地区家庭教育学級応援通信 平成２9 年 11 月１０日発行 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家庭教育推進専門職：後藤  
（℡058-272-8752） 

 ある学校へ訪問した時のことです。委員長さんが『みんなで子育て（家庭教育プログラム）』の冊子を手
に「この冊子の中から生活に関するカードを探しておくわ。」と言って、うまく活用しておられました。 
 
わが家の約束運動にも参考となるページがあります。「みんなで子育てⅢ（小中学校編）」より。 

№１生活リズム『わたしのおきる時間』    №５お手伝い『ハッピー！サンキュー！おてつだい』 
№７思いやり『おもいやり ほかほかたからもの』 №８家庭学習『こつこつ！ぐんぐん！おうちべんきょう』 
№９反抗期『反抗期のわが子にどんな言葉をかけますか』 №13言葉の力『○○の間で「伝えようあなたの思い」を』 
 
 第３弾として、４校の実践を紹介します。 
①「わが家のネット・スマホ宣言」巣南中学校  ②「わが家のやくそく｣      鵜沼第二小学校  
③「食でつなぐ家族の絆」      早田小学校   ④「話そう！語ろう！わが家の約束」 鵜沼中学校 

－１－ 

 笑顔で親子のコミュニケーションを取りながら、携

帯電話・インターネットの使い方について約束を決め、

楽しみながら実践し、お互いの頑張りを認め合う。 

 

①「笑顔で親子のコミュニケーション」をし、約束を決める。 

②「話そう！語ろう！わが家の約束」実践カードに記入する。 

③「わが家の約束」を楽しみながら実施する。 

④頑張った・良かった・出来た事を話し合い、メッセージを記入。 

⑤記入した実践カードは、９／１に提出。 

運営者の願い・目的 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

 親子で実りある夏休みにするために、「笑顔で親子のコ

ミュニケーション」を取りながら、「わが家のネット・ス

マホ宣言」（わが家の約束）を実践しました。 

 中学生にとって切り離すことのできない携帯電話やイ

ンターネットだからこそ、親子の話し合いや認め合いを

大切にして、主体性や自立心を育んでいます。 

 ◆食事中・学習中は使用しない 

 ◆写真・氏名・住所・電話番号など個人情報は書かない  

 ◆ＳＮＳなどでいじめなどをしない 

 ◆トラブル等があったら、友人・家族に相談する 

これらは、子どもが納得して決めた約束です。家族の

見守りや励ましの中で、自ら約束を守り、子どもは成長

していきます。家族や親子の絆も深まっていきます。 

 
『１日１時間まで。夜９時以降
は、やらない』 

子：最近、ケータイをよく使って

しまっているので、時間をしっ

かり決めて、ルールを守って使

えるようにしたいです。 

親：スマホやラインにしばられた

生活をしないで。必要以上に見

ない。もっと大切な事、時間を

有意義に使ってね。 

『勝手にアプリ等をインストールしない 
 パスワードを教える（親閲覧のため） 
 家から持ち出す時は、親の許可を得る 
 使用するのは、合計１時間以内』 
子：スマホの使いすぎやテレビの観すぎに気を

つけていきたいです。 

親：自分に必要な事を考え、行動出来るように

なった。自分のやるべき事を限られた時間で、

効率よく行って、一番に希望する進路に進ん

でほしい。 

『スマホの使用時間を決め、夜の時間帯は
使用しない』 

子：これからも、約束を守ってスマホを使いた

い。前は暇な時は、いつもスマホを見ていた

ので、必要以上に使用せず、家族の会話を大

切にしたい。 

親：親にとって子どもの成長は何よりも嬉しい

です。あなたの頑張りはいつも見ています。

これからもあなたの成長を近くで見ていた

いです。親子の会話も大切にしましょう。 

しっかりルールを守って使って下

さい。わからない事は聞いてから。 

自分でかってには先に行かないよ

うに。上手に使いましょう。 

この夏、インターネットの使い方

について、しっかりと見直すこと

ができてよかったです。これから

も、よい使い方をしていきます。 

わが家のネット・スマホ宣言 



在宅取組型 ①夏休み中 ②10／4～10／11 

 

 

    

 

 

 

  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子育ての基本である家庭で、親の願い・子どもの思

いを話し合って「わが家のやくそく」を決め、守るこ

とを通して、子どもの自立心・自律心を高める。 

①親子で話し合って「わが家のやくそく」を決める。 
②「わが家のやくそく」がんばりカードを使って、 
 ８日間（10/4～10/11）日々の達成度を評価する。 
③子どもが感想やおうちの方へのメッセージを書く。 
 おうちの方から子どもへの励ましの言葉を書く。 
 
 
 
 
 

運営者の願い・目的 

第１弾「わが家のやくそく」              

 ７月の学級懇談会で話題 

にして目的や内容について 

説明しています。 

 普段よく言われることで 

自分でした方がよい、頑張っ 

てみたいと思うことを話し合って「やくそく」を決定。

毎年ＰＴＡが右上のマグネットシートを配布。それに

「わが家のやくそく」と「夢たまご」を記入して、よく

見える所に貼り、子どもの主体性を大切にしています。 
 

第２弾「わが家のやくそく」がんばりキャンペーン 

 ８日間（10/4～10/11）、「わが家のやくそく」が

んばりカード(左の表)を使用しました。 

 保護者は、子どもが主体的に取り組めるよう、言葉が

け・見守り・見届けをします。その中で、約束を守るた

めにはどうするか親子で知恵を絞ったり、目標達成の喜

びを一緒に味わったりすることで、よりよい親子関係づ

くりをしています。 

 子どもは、自分の思いを大切にして決めた“やくそく”

であると意識することで、自己を厳しく律しようとする

自己コントーロール力や主体性を伸ばしています。 
  

 学校の「夢たまご」の取組、家庭の教育力を向上させ

る「わが家のやくそく」の取組で、“チーム鵜二っ子”

は、すくすく育っています。 

  

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

－２－ 

『毎日、えがおになる』  

子：毎日、えがおになることによって、そのえがおを

見た人がハッピーになることができました。 

親：毎日、当たり前に出来そうな事だけど、その笑顔

を見た人がハッピーになれる様な笑顔なんて、すて

きです。これからも続けて、お母さんも意識します。 

 

『学校での出来事、１日の出来事をわかりやすく話す。伝える。』  

子：◎や○の日がたくさんありました。でも、△の日はくわしく

伝えられませんでした。もっと落ち着いて、よく考えてから話

そうと思いました。これからも続けていきたいです。 

親：これからも続けていくことで、話す、伝える、自分の気持ち、

考えを言える練習になるので、これからも頑張っていこう！ 

『毎日の早寝早起きを自分の力でがんばる。食事の用意、

片付けを進んで行う。家族に頼まれた仕事はすぐやる。』  

子：毎日がんばってやくそくがまもれたので、わが家の

やくそくをやっていない時もやろうと思いました。 

（中略）毎日たのまれたのでいそがしかったです。 

親：毎日「わが家のやくそく」がんばりカードを見なが

ら頑張りました。家族と一緒にお手伝いや自分の取り

組みを楽しみながらできてよかったと思います。 

 

『家でもふわふわことばをつかう』  

子：金曜日は守れなかったけど、ほかの日は守れたのでよか

ったです。来年は全部まもれるように、これからもふわふ

わことばを使って、友だちをふやそうと思いました。 

親：ふだんなかなかできない“ふわふわことば”も、この一

週間は、自分で気をつけてすごせたね。ふわふわことばが

いっぱいになって、お友だちにもやさしく話せるとすごく

いいね。きっと友だちもふえるね。 

毎日、１つ以上お手伝いをする

  

①講話・給食試食会 ②第１回親子読書（在宅型） 
③第１弾「わが家のやくそく」（懇談会＋在宅型） 
④親子クッキング・講話（体験参加型） 
⑤第２弾「わが家のやくそく」キャンペーン（在宅型） 
⑥第２回親子読書（在宅型） 
 
 
 
 
 
 

家庭教育学級の年間計画 



在宅取組型  夏休み中の１週間  

体験活動参加型＋サロン型  10月19日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食」への関心を高め、栄養バランスや調理法を考え

るなどして保護者も子どもも成長を実感し、家族の絆を

感じることができる食育活動を行い、親子の間で感謝の

気持ちを伝え合う。（何年間も継続中） 

 

運営者の願い・目的 

宣言：子『おひるごはんをつくるぞ』  
   親『かぞく５人ぶん がんばってつくろうね』 
子：まいにち、ごはんをつくってくれて、ありがとう。 
  おいしいっていってくれて、うれしかったよ。 
親：少しでもごはんを食べることの大切さをわかってもら
えてよかったです。これからもたくさんご飯を食べてね。 

 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

－３－ 

 卒業生の胸を飾るコサージュを保護者が愛を込めて

手作りするとともに、大人用のコサージュを作りなが

ら保護者同士で意見交流などをして楽しんでほしい。 

運営者の願い・目的 

講師：AUBE ﾌﾟﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾗﾜｰ協会      
Sweet  Flower  time 主宰 清水 啓子 氏 

＜保護者の感想＞ 

◇わが子の分を作れてラッキー。卒業生みん

なに喜んでもらえるとうれしい。 

◇初めてプリザーブドフラワーの作品を作れ

て楽しかった。卒業式につけたい。 

◇おしゃべりもできてストレス発散にもなった。 

 

 前半は、卒業生用コサージュ(赤いバラ) ７５個分を

３０名で、愛を込めて手作りしました。６年生の親さ

んは、透明ケースにわが子の名前を貼りました。 

「お母さんが作ったよと伝えてやりたい」と嬉しそう

に話されていたのが印象的でした。 

 後半は、大人用のプリザーブドフラワーを使ったコ

サージュ作りです。３色のバラを中心にリボンや葉な

どを合わせた豪華なものです。 

 近くの人とは、家での会話の様子やご主人の子ども

への関わり方など、自然に会話が弾んでいました。 

 出来上がったコサージュを手に「オシャレ！」「卒業

式が楽しみ！」と、みんな笑顔でした。（最後ドリンクを飲みながら） 

目玉やきの作り方やたまごの

わり方をおしえてくれてあり

がとう。また作るよ。 

目玉焼きの焼きかげんがバツグンで

すごくおいしかったよ。自分できゅ

うりも包丁で切れてすごいね。玉子

も２こともきちんとわれました。 

また作ってね。 

たまごはまだわれなかったけど、
われるようになった。目玉やきの
コツは、さいしょからずっと弱火。 

宣言：子『きれいに内臓を取って、3 枚におろしておさしみにする』 

   親『難しいけど、ていねいにやりとげよう！』  

子：自分の包丁を使って内臓部分をきれいに取り除いて、じょうずに

さばくことができました。少し難しかったのは三枚おろしの部分。 

親：“マイ包丁”を買ってから、ますます料理に興味をもち、楽しみ

ながらやっています。魚をさばく事にも挑戦し、上手くてびっくり。 

 

宣言：子『だしをしっかりとっておいしいみそ汁を作るよ』 
   親『「だし」のとり方を勉強しよう！』 
子：むずかしいから、簡単にできるように教えてくれて、  

ありがとう。 
親：「だし」はいろんな料理で使うから、またチャレンジし

てみよう！包丁の練習もしようね。 

①「何を」「どのように」やるのか、
親子で話し合う。 

②少し頑張ればできそうな目標を「ガ
ンバル宣言」「応援宣言」として書く。 

③親子・家族で取り組み、足跡を残す。 
④お手紙でありがとうを伝え合う。 
⑤取組のまとめは、放送室前に掲示。 
 
 

宣言：子『おいしいコロッケができるようにがんばる』 

   親『じゃがいもがたくさんあるのでいっぱい作ろう』  

子：コロッケの作り方を教えてくれてありがとう。今度か

らは、料理のお手伝いするね。 

親 ： おじいちゃんの畑で掘ったじゃがいもでまん丸の美味し  

いコロッケが作れたね。他のじゃがいも料理も考えようね。  

 

 “「食」でつなぐ家族の絆”は、食を通し

て、子どもが家族への感謝の気持ちをもち、

保護者は子どもの成長を喜べるように願っ

て継続して実施されています。 

 「ガンバル宣言」「応援宣言」は、自信や

喜びにつながるものとなっています。  

“ありがとう”の伝え合いでは、“家族って

いいな・一緒に作って食べるっていいな”

と実感できるものとなっています。 

  



在宅取組型   夏休み中 

行事型＋講演会型  10月28日(土) 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの約束だけでなく、保護者の約束（親子同一で

も別でも可）を決めて、夏休みに実践することで、親子

の新しい関わり方のきっかけとしてほしい。 

 

①子どもの約束・保護者の約束を決めて、記入する。 

 親子で同じ約束でもよい。子どもと一緒に取り組める

事を目的としている。 

②達成度を自己評価し、それぞれにメッセージを書く。 

③９月１日に実践カードを提出。 

④実践カードは１０月２８日に掲示する。（美術部生徒協力） 

 

運営者の願い・目的 

昨年度から継続の実践は、約束をきっかけとして、 親は子育てを

考え、子どもは家族の一員であることを実感しています。   

 約束は、親が別の視点から子どもに関わろうとするも

のが多くあり、親が新たな子育てに挑戦しています。 
 ◆１日１つ以上、家族をほめる 
 ◆子ども達との時間を大切にする 
 ◆～しなさいと言わないように心掛ける 
 ◆マイナス言葉を使わない 

実践すると、子どもをほめていない事実に気づいたり

思いを伝える難しさを実感したりし、もっとほめる・プ

ラスの言葉で伝える等、新たな関わり方をしています。 

 約束運動が、家庭の教育力を高めるものとなっています。 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

－４－ 

子『お手伝いをする』 

親『毎日、家族とたくさん会話する』 

  子８０％  親１００％ 

子：いつも家事や仕事を頑張ってく

れてありがとう！ちょっとでも楽

になるようにお手伝い頑張るよ。 

親：その日の出来事や思ったことを

毎日話したね。夏休みはいつもよ

り一緒にいられて楽しかったよ。 

感想：夏休みのことを活かして家族

の一員としてできることをしたい。 

子『日常少しでも支えになってあげられる

ように考え動く。言われた事を守り、親

を困らせない。』 ８０％ 

親『子供の人格を尊重し命令語を使わな

い。親自身が感謝の心を持ち“ありがと

う”の言葉を多く語ろう。』 ８０％ 

子：いつも毎日、食事などの面で助けてく

れてありがとうございます。 

親：“ありがとう”は子どもの方が多く、

その時の心の喜びを私自身が学びまし

た。夏休みの親子の触れ合いに感謝。 

 親子講演会である「命の授業」を通して、命の大切さ・

生きていることの素晴らしさ・誰かの何かを照らす存在

であることについて、親子で考えてほしい。 

運営者の願い・目的 

講師：「命の授業」講演家  腰塚 勇人 氏      

＜保護者の感想＞ 

◇親として人としてドリームメーカーになりたい。 

◇ひたすらに希望を語っていただけてよかった。子ど

もには素直に受け止めてほしい。 

◇とても分かりやすい心に響く命の授業であった。 

 ドリームキラーに打ち勝って生きていきたい。 

 

子『１日の中で朝食と夕食を食べ終

わったら、自分の分はもちろん、

家族の分の食器も洗う』 

親『子どもが元気に楽しく部活に取 

り組めるよう手作り弁当を毎日作る』 

  子９０％  親１００％ 

子：お弁当を毎日作り、仕事で疲れ

て帰ってくる家族に「感謝」を伝

えようとほぼ毎日できた。 

親：毎日必ず洗い物や洗濯物たたみ  

を進んでしてくれて助かりましした。

。 

 

 スキー事故で首の骨を折り、全身が動かない状態に。
そんな腰塚先生が、絶望の中から学んだ生き方の秘訣。 
①ドリー夢メーカー（自分のために まわりの人のために）  
 勇気を与えてくれる人、やる気スイッチを入れる人。 

 逆にドリー夢キラー（だめ人間だ、やめろ）が、自分の中に居る。 

 自分と誰かのためのドリー夢メーカーになろう！ 

②命の喜ぶ生き方 「５つの誓い」 
 □1  口は人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう 
 □2  耳は人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう  
□3  目は人のよいところを見るために使おう 
□4  手足は人を助けるために使おう   
□5  心は人の痛みがわかるために使おう 

お願い１：「感」じたら「動」き、「感動」体験をしよう 
   ２：大人・先生・自分を信じて「幸せ」になろう 


